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赤
沢
亮
正
経
済
産
業
相

は
、
閣
議
後
の
会
見
で
、

中
東
情
勢
の
悪
化
に
伴
う

石
油
製
品
の
供
給
不
安
を

巡
っ
て
、「
塗
料
用
シ
ン
ナ

ー
や
住
宅
設
備
に
つ
い
て

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
目

詰
ま
り
箇
所
を
特
定
し
、

供
給
見
通
し
の
め
ど
が
立

っ
た
」
と
話
し
た
。

　
建
設
業
で
は
、
ホ
ル
ム

ズ
海
峡
の
事
実
上
の
封
鎖

に
よ
り
、
製
造
過
程
で
原

油
・
ナ
フ
サ
を
使
う
塗
料

用
シ
ン
ナ
ー
や
住
宅
設

備
、
衛
生
陶
器
な
ど
の
製

品
の
供
給
が
不
安
定
に
な

っ
て
い
る
。
経
産
省
や
国

土
交
通
省
は
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
途
中
で
流
通

に
偏
り
が
発
生
し
て
い
る

と
し
て
、
流
通
の
目
詰
ま

り
の
特
定
と
解
消
に
取
り

組
ん
で
い
た
。

　

日
の
中
東
情
勢
に
関

す
る
関
係
閣
僚
会
議
で

は
、
重
要
物
資
の
安
定
的

な
供
給
確
保
の
進
捗
を
確

認
。
赤
沢
経
産
相
は
、
塗

料
用
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
供

給
見
通
し
の
め
ど
が
立
っ

た
と
し
た
。

　
赤
沢
経
産
相
は
、
事
業

者
か
ら
経
産
省
や
他
省
庁

に
相
談
が
あ
っ
た
場
合
、

「
数
日
以
内
に
は
目
詰
ま

り
を
解
消
し
て
い
る
」
と

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応
を

強
調
。
そ
の
上
で
、「
事
業

者
の
方
が
不
安
に
思
う
気

持
ち
は
分
か
る
が
、
製
品

を
大
量
に
購
入
す
る
前
に

経
産
省
に
相
談
し
て
も
ら

え
れ
ば
、
事
態
は
好
転
し

て
い
く
」
と
述
べ
、
相
談

窓
口
の
積
極
的
な
活
用
を

呼
び
掛
け
た
。

　
宮
古
盛
岡
横

断
道
路
の
改
良

事
業
や
、
三
陸

沿
岸
道
路
の
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
の

フ
ル
化
な
ど
を

進
め
る
東
北
地
方
整
備
局

三
陸
国
道
事
務
所
。

年

度
は
当
初
予
算
と
し
て
前

年
度
当
初
比

・
０
％
増

の

億
５
７
０
０
万
円
を

計
上
し
、
事
業
の
進
捗
を

図
っ
て
い
く
▼
予
算
で
は

横
断
道
の
田
鎖
蟇
目
道
路

に

億
７
０
０
０
万
円
、

箱
石
達
曽
部
道
路
に
は
５

億
円
を
配
分
し
た
。
田
鎖

蟇
目
道
路
で
は
、
終
点
部

で
閉
伊
川
に
架
か
る
延
長

２
２
８
㍍
の
橋
梁
を
整
備

中
。
国
道
１
０
６
号
を
運

転
し
て
い
る
と
、
工
事
が

進
む
Ａ
２
橋
台
、
Ｐ
１
橋

脚
の
様
子
や
、
完
成
し
た

Ａ
１
橋
台
が
見
え
る
。
今

年
度
は
下
部
工
で
残
る
Ｐ

２
橋
脚
な
ど
の
発
注
も
控

え
て
お
り
、
区
間
の
工
事

は
さ
ら
に
進
展
す
る
見
通

し
だ
▼
Ｉ
Ｃ
の
フ
ル
化
で

は
山
田
北
Ｉ
Ｃ
に
１
億
９

０
０
０
万
円
、
洋
野
種
市

Ｉ
Ｃ
に
８
億
７
０
０
０
万

円
を
計
上
。
洋
野
種
市
Ｉ

Ｃ
で
は
、
オ
ン
ラ
ン
プ
橋

の
下
部
工
な
ど
が
本
格
化

し
て
い
く
▼
縦
軸
、
横
軸

幹
線
は
、
沿
岸
部
に
と
っ

て
生
活
の
利
便
性
の
向
上

だ
け
で
な
く
、
企
業
の
経

済
活
動
、
交
流
人
口
の
拡

大
の
面
で
も
不
可
欠
な
存

在
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

な
る
地
域
振
興
に
向
け
、

円
滑
な
事
業
の
展
開
を
期

待
し
た
い
。
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国
土
交
通
省
は
、
直
轄

事
業
で
の
生
成
Ａ
Ｉ
活
用

の
先
行
事
例
と
し
て
、
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務

を
対
象
に
導
入
を
進
め

る
。
２
０
２
６
年
度
か
ら

特
記
仕
様
書
に
「
積
極
的

な
利
活
用
を
推
進
」
す
る

こ
と
を
明
記
す
る
よ
う
に

し
、
受
発
注
者
協
議
に
よ

っ
て
目
的
や
用
途
、
利
用

範
囲
を
定
め
る
な
ど
、
生

成
Ａ
Ｉ
を
導
入
す
る
際
の

基
本
的
な
考
え
方
を
定
め

た
。
直
轄
事
業
の
省
力
化

だ
け
で
な
く
、
品
質
の
改

善
に
も
生
か
す
重
要
な
ツ

ー
ル
と
位
置
付
け
た
。

　
政
府
は

年
末
に
閣
議

決
定
し
た
Ａ
Ｉ
基
本
計
画

で
、
国
の
機
関
が
率
先
し

て
Ａ
Ｉ
を
先
導
的
に
利
活

用
す
る
方
針
を
示
し
た
。

国
交
省
な
ど
一
部
省
庁
は

５
月
以
降
、
政
府
職
員
向

け
Ａ
Ｉ
「
源
内
」
の
大
規

模
導
入
・
実
証
を
計
画
。

国
交
省
は
直
轄
事
業
に
つ

い
て
、
発
注
者
側
の
職
員

だ
け
で
な
く
受
注
者
に
も

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
を
積
極

的
に
促
す
方
針
だ
。

　
こ
の
た
め
、
利
活
用
の

基
本
的
な
考
え
方
を
整
理

し
、
受
発
注
者
で
共
有
す

る
こ
と
に
し
た
。
ま
ず
は

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

務
を
対
象
と
し
、
既
存
業

務
の
う
ち
単
純
作
業
な

ど
、
労
働
集
約
的
な
プ
ロ

セ
ス
の
見
直
し
に
つ
な
げ

る
と
し
た
。
Ａ
Ｉ
活
用
に

よ
る
省
力
化
を
通
じ
、
技

術
者
が
「
本
質
的
な
検
討

部
分
に
注
力
」
で
き
る
よ

う
に
し
、
成
果
物
の
品
質

を
向
上
さ
せ
る
。
合
わ
せ

て
、
Ａ
Ｉ
の
特
性
に
応
じ

た
適
切
な
リ
ス
ク
管
理
が

必
要
と
し
た
。

　
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る

業
務
で
は
、
特
記
仕
様
書

に
取
り
扱
い
を
明
記
す

る
。業
務
の
特
性
に
応
じ
、

受
発
注
者
協
議
で
▽
目
的

▽
用
途
▽
利
用
範
囲
―
を

定
め
る
。
受
注
者
は
利
用

す
る
サ
ー
ビ
ス
名
や
利
用

範
囲
を
記
載
し
た
生
成
Ａ

Ｉ
利
活
用
計
画
書
を
作
成

し
、発
注
者
に
提
出
す
る
。

　
既
存
デ
ー
タ
を
学
習
し

て
成
果
物
を
出
力
す
る
生

成
Ａ
Ｉ
の
場
合
、
第
三
者

の
権
利
を
侵
害
す
る
恐
れ

も
あ
る
。受
注
者
に
対
し
、

こ
う
し
た
可
能
性
に
留
意

し
、
可
能
な
範
囲
で
生
成

Ａ
Ｉ
に
よ
る
生
成
物
で
あ

る
こ
と
を
注
釈
で
示
す
よ

う
求
め
て
い

る
。

　
ま
た
、
委
託

業
務
の
成
果
物

そ
の
も
の
も
生

成
Ａ
Ｉ
の
学
習

に
活
用
す
る
こ

と
を
想
定
。
受

注
者
が
成
果
を

ま
と
め
る
際
、

発
注
者
と
の
協

議
で
Ａ
Ｉ
学
習

を
考
慮
し
た
報

告
書
様
式
と
す

る
よ
う
努
め
る

こ
と
と
し
た
。

具
体
的
に
は
、
箇
条
書
き

な
ど
で
文
章
を
適
切
に
構

造
化
し
、
Ａ
Ｉ
に
読
み
込

ま
せ
や
す
く
す
る
マ
ー
ク

ダ
ウ
ン
記
法
を
活
用
す
る

イ
メ
ー
ジ
だ
。

　
委
託
業
務
の
成
果
物

は
、
国
交
省
の
デ
ー
タ
共

有
基
盤
「
国
土
交
通
デ
ー

タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

で
公
開
・
利
用
す
る
場
合

が
あ
る
。
こ
う
し
た
情
報

基
盤
で
も
読
み
込
み
や
す

い
よ
う
に
配
慮
す
る
。

　
納
品
さ
れ
た
成
果
物
は

発
注
者
の
所
有
と
な
る
。

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が

自
社
の
Ａ
Ｉ
に
読
み
込
ま

せ
、
他
の
業
務
の
品
質
向

上
に
生
か
そ
う
す
る
場
合

の
ル
ー
ル
整
備
な
ど
も
今

後
の
検
討
課
題
と
な
る
。
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県
南
広
域
振
興
局
一
関

審
査
指
導
監
は

日
付

で
、
条
件
付
一
般
競
争
入

札
で
実
施
す
る
「
深
堀
地

区
県
単
治
山
測
量
設
計
業

務
委
託
」
を
公
告
し
た
。

参
加
申
請
書
の
提
出
期
限

は
５
月

日
正
午
。
入
札

は
同
月

日
を
予
定
し
て

い
る
。（
関
連
７
面
）

　
同
業
務
は
、
荒
廃
渓
流

へ
の
治
山
ダ
ム
を
設
置
す

る
た
め
の
測
量
・
設
計
を

ま
と
め
る
。委
託
内
容
は
、

治
山
事
業
測
量
（
渓
間
工

測
量
）や
渓
間
工
設
計（
治

山
ダ
ム
設
計
Ｂ
（
治
山
ダ

ム
遮
水
型
実
施
設
計
）
）

と
な
っ
て
い
る
。

　
業
務
対
象
地
域
は
一
関

市
東
山
町
松
川
字
深
堀
地

内
。委
託
期
間
は

日
間
。
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東
北
地
方
整
備
局
岩
手

河
川
国
道
事
務
所
は

日

付
で
、
一
般
競
争
入
札
で

実
施
す
る
「
北
上
川
上
流

鶴
城
地
区
下
流
樋
門
詳
細

設
計
業
務
」を
公
告
し
た
。

申
請
書
の
提
出
期
限
は
５

月

日
午
後
２
時
。
入
札

締
切
は
６
月
９
日
午
後
２

時
。（
関
連
７
面
）

　
今
回
の
業
務
で
は
、
北

上
川
上
流
河
川
改
修
事
業

の
一
環
と
し
て
、
鶴
城
地

区
下
流
に
お
け
る
樋
門
詳

細
設
計
を
行
う
。
履
行
期

間
は

年

月

日
ま
で

を
予
定
し
て
い
る
。

　
同
業
務
は
、
総
合
評
価

落
札
方
式
の
適
用
業
務
と

な
っ
て
い
る
ほ
か
、
担
い

手
の
中
長
期
的
な
育
成
お

よ
び
確
保
を
目
的
と
し
た

「
若
手
・
女
性
技
術
者
配

置
促
進
方
式
」
の
試
行
業

務
。
さ
ら
に
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／

Ｃ
Ｉ
Ｍ
適
用
業
務
（
受
注

者
希
望
型
）
の
対
象
に
も

設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
県
土
整
備
部
建
築
住
宅
課
は
、
県
立
南
昌
み
ら
い
高
等
学
校
体
育
館
新
築
工
事
設
計
業
務
に
つ
い

て
、
簡
易
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
選
定
作
業
を
実
施
し
た
結
果
、
久
慈
設
計
を
最
優
秀
者
に

特
定
し
た
。
県
は

年
度
に
基
本
・
実
施
設
計
を
ま
と
め
、

年
度
か
ら
２
カ
年
で
建
設
工
事
を
実

施
し
た
い
考
え
だ
。
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農
林
水
産
省
は
、
一
部

の
地
方
自
治
体
が
小
規
模

な
農
道
橋
の
定
期
点
検
を

実
施
し
て
い
な
い
実
態
を

踏
ま
え
、
全
国
の
自
治
体

に
点
検
の
実
施
状
況
な
ど

の
聞
き
取
り
調
査
を
実
施

し
て
い
る
。
５
月
中
旬
以

降
に
調
査
結
果
を
ま
と

め
、
今
後
の
施
策
を
検
討

す
る
。

　
農
道
橋
は
、
農
水
省
所

管
の
予
算
で
整
備
し
た
農

道
上
に
あ
る
橋
梁
で
、
主

に
土
地
改
良
区
や
市
町
村

な
ど
の
農
道
管
理
者
が
管

理
し
て
い
る
。農
水
省
は
、

農
道
管
理
者
に
５
年
に
１

回
の
定
期
点
検
を
要
請
し

て
い
る
も
の
の
、
九
州
地

方
の
自
治
体
の
多
く
で
、

橋
長

㍍
未
満
な
ど
の
小

規
模
な
農
道
橋
に
つ
い

て
、
定
期
点
検
が
実
施
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

　
道
路
法
で
は
、
道
路
管

理
者
に
５
年
に
１
回
の
定

期
点
検
を
求
め
て
い
る

が
、
農
道
は
道
路
法
の
適

用
を
受
け
な
い
。
土
地
改

良
法
で
、
農
道
管
理
者
に

対
し
農
道
や
農
道
橋
、
農

道
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
適
切

な
管
理
を
義
務
付
け
て
い

る
も
の
の
、
定
期
点
検
の

頻
度
に
つ
い
て
は
定
め
て

い
な
い
。
農
水
省
は
通
知

・
通
達
な
ど
で
定
期
点
検

を
求
め
て
い
る
が
、
根
拠

法
令
が
な
い
た
め
、
実
際

に
定
期
点
検
を
実
施
す
る

か
は
農
道
管
理
者
の
判
断

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

　
農
水
省
が
農
道
台
帳
や

個
別
施
設
計
画
で
把
握
し

て
い
る
農
道
橋
は
約
３
５

０
０
橋
。
一
方
、
幅
員
１

・
８
㍍
未
満
の
農
道
橋
や
、

橋
長

㍍
未
満
の
農
道
橋

は
、
農
道
台
帳
の
登
録
や

個
別
施
設
計
画
の
策
定
を

実
施
し
て
い
な
い
場
合
が

多
く
、
施
設
数
を
把
握
し

き
れ
て
い
な
い
農
道
管
理

者
も
い
る
。

　
農
水
省
は
、
全
国
の
自

治
体
に
お
け
る
農
道
橋
の

点
検
状
況
を
把
握
す
る
た

め
、

日
に
地
方
農
政
局

を
通
じ
た
自
治
体
へ
の
聞

き
取
り
調
査
を
開
始
し

た
。
農
道
橋
の
数
、
農
道

橋
・
農
道
ト
ン
ネ
ル
の
定

期
点
検
の
実
施
状
況
に
つ

い
て
聴
取
し
て
い
る
。

　
農
水
省
は
、「
予
算
と
人

手
が
不
足
す
る
中
、
農
道

橋
の
定
期
点
検
や
修
繕
の

優
先
順
位
が
低
く
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
利

用
者
が
い
な
い
た
め
に
通

行
止
め
に
し
て
い
る
農
道

橋
な
ど
、
定
期
点
検
を
実

施
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も

考
え
ら
れ
る
」と
話
し
た
。
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頃
頃
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今
回
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

で
は
、
第
一
次
審
査
で
４

者
を
技
術
提
案
書
提
出
者

に
選
定
し
、
そ
の
う
ち
３

者
が
技
術
提
案
書
を
提
出

し
た
。
今
月

日
に
は
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
含
む
最
終

審
査
が
行
わ
れ
、
久
慈
設

計
を
最
優
秀
者
に
特
定
し

た
。
同
社
の
ほ
か
に
技
術

提
案
書
を
提
出
し
た
の

は
、
キ
ュ
ー
ブ
・
エ
ー
設

計
事
務
所
、
武
田
菱
設
計

だ
っ
た
。

　
設
計
者
選
定
委
員
会

（
委
員
長
・
刈
谷
洋
祐
県

土
整
備
部
建
築
住
宅
課
総

括
課
長
）
に
よ
る
と
、
同

社
の
提
案
は
業
務
の
内
容

や
意
図
を
よ
く
理
解
し
た

上
で
的
確
に
ま
と
め
ら
れ

て
お
り
、「
全
般
に
優
れ
た

内
容
だ
っ
た
」
と
評
価
。

特
に
業
務
の
実
施
方
針

（
コ
ン
セ
プ
ト
、
業
務
プ

ロ
セ
ス
な
ど
）
の
的
確
さ

や
施
設
の
機
能
性
、
利
用

性
に
対
す
る
配
慮
・
工
夫

な
ど
に
つ
い
て
高
く
評
価

さ
れ
た
と
し
て
い
る
。

　
同
施
設
は
、
矢
巾
町
大

字
南
矢
幅
第
９
地
割
１
番

１
の
県
立
南
昌
み
ら
い
高

校
敷
地
内
に
建
設
さ
れ

る
。
陸
上
ト
ラ
ッ
ク
と
ホ

ッ
ケ
ー
場
の
間
に
建
設
さ

れ
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
。
建
物
規
模
に
つ
い
て

は
、
延
べ
床
面
積
の
上
限

を
２
１
６
１
平
方
㍍
と
し

て
い
る
。

　
体
育
館
は
、
既
存
校
舎

と
渡
り
廊
下
で
結
ば
れ

る
。
内
部
に
は
、
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
コ
ー
ト
（
公
式
サ

イ
ズ
）
１
面
が
確
保
で
き

る
ア
リ
ー
ナ
（
想
定
床
面

積
１
２
８
０
平
方
㍍
）
の

ほ
か
、
器
具
庫
（
同

平

方
㍍
）
や
ボ
ク
シ
ン
グ
場

（
同
２
１
８
平
方
㍍
）、ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
（
同
１
９

１
平
方
㍍
）、ボ
ル
ダ
リ
ン

グ
場
（
同

平
方
㍍
）、ト

イ
レ
、
更
衣
室
な
ど
が
設

け
ら
れ
る
。

　
階
数
は
原
則
と
し
て
平

屋
建
て
と
し
、
構
造
計
画

に
当
た
っ
て
は
機
能
性
や

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

へ
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
環
境
負
荷

の
低
減
や
屋
内
環
境
の
快

適
化
に
向
け
て
、
▽
Ｚ
Ｅ

Ｂ
　
Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ
相
当
以

上
の
水
準
を
確
保
▽
屋
上

へ
の
太
陽
光
発
電
設
備
の

設
置
▽
各
居
室
へ
の
空
調

設
備
の
導
入
▽
内
装
の
木

質
化
・
木
材
利
用
の
促
進

│
を
図
る
と
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
コ
ス
ト
の
低
減
や
施
設

の
長
寿
命
化
、
維
持
管
理

の
容
易
性
な
ど
へ
の
配
慮

を
求
め
て
い
る
。
現
時
点

で
の
予
定
工
事
費
は
約

億
円
（
税
込
み
）。

　
県
は
今
後
、
最
優
秀
者

と
協
議
を
進
め
、
５
月
中

旬
ま
で
に
契
約
を
締
結
し

た
い
と
し
て
い
る
。

年

度
に
基
本
・
実
施
設
計
や

地
質
調
査
を
行
い
、

〜

年
度
の
２
カ
年
で
建
設

工
事
を
進
め
て
い
く
方
針

だ
。

　
建
設
業
労
働
災
害
防
止

協
会
（
建
災
防
、
今
井
雅

則
会
長
）
は
、
化
学
物
質

の
ば
く
露
防
止
対
策
事
業

と
し
て
、「
外
壁
塗
装
作

業
」
と
「
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装
工
事
」
の
リ
ス
ク
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し

た
。外
壁
塗
装
作
業
で
は
、

塗
料
や
シ
ン
ナ
ー
の
混
合

時
に
有
機
ガ
ス
用
の
防
毒

マ
ス
ク
を
使
用
す
る
こ
と

や
、
ニ
ト
リ
ル
ゴ
ム
製
な

ど
の
防
護
手
袋
を
使
用
す

る
こ
と
を
推
奨
し
て
い

る
。

　
建
災
防
は
、
２
０
２
２

年
度
に
「
建
設
業
に
お
け

る
化
学
物
質
管
理
の
在
り

方
に
関
す
る
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
、
現
場
の

典
型
的
な
作
業
で
労
働
者

の
ば
く
露
濃
度
を
測
定
・

分
析
し
、
ば
く
露
濃
度
分

析
結
果
を
評
価
。
検
討
結

果
を
踏
ま
え
、
健
康
被
害

を
防
止
す
る
た
め
の
作
業

別
の
リ
ス
ク
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
て
い
る
。

　

年
度
に
外
壁
塗
装
作

業
と
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

工
事
の
現
場
で
個
人
ば
く

露
濃
度
を
測
定
し
、
測
定

結
果
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
反

映
し
た
。
外
壁
塗
装
作
業

で
は
、
塗
料
や
塗
料
用
シ

ン
ナ
ー
で
有
機
ガ
ス
用
の

防
毒
マ
ス
ク
、
ス
プ
レ
ー

塗
装
で
粉
じ
ん
機
能
付
き

防
毒
マ
ス
ク
を
使
用
。
防

護
手
袋
は
ニ
ト
リ
ル
ゴ
ム

製
を
使
用
し
、
塗
料
の
洗

浄
液
に
手
を
入
れ
る
場
合

は
多
層
フ
ィ
ル
ム
の
上
に

重
ね
て
使
用
す
る
こ
と
を

求
め
て
い
る
。

　
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
工
事
で

は
、
呼
吸
用
保
護
具
の
使

用
を
求
め
ず
、
保
護
手
袋

は
乳
剤
散
布
の
際
に
ニ
ト

リ
ル
ゴ
ム
製
の
手
袋
を
使

用
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合

物
敷
設
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ャ
ー
な
ど
の

作
業
で
は
、
耐
熱
性
の
あ

る
手
袋
を
使
用
す
る
こ
と

を
求
め
て
い
る
。

　
建
災
防
は
、

年
度
か

ら

年
度
の
４
年
間
で

種
類
の
リ
ス
ク
管
理
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
現
場

の
典
型
的
な
作
業
を
網
羅

し
た
。
今
後
は
、
既
存
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
更
新
や
、

作
成
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

周
知
を
図
る
と
し
て
い

る
。

　
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
の
た
め
、
沿
岸

地
域
の
一
部
で
新
聞
を
配
達
で
き
な
い
地
域
が

想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

日
付
の
新
聞
を
公
開
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
日
刊
岩
手
建
設
工
業
新
聞
社

亜 唖

娃 阿　　　　　　　　　　　

、、、、、、、、、、、
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菱
友
会
会
員
ら
に
よ
る
地
域
貢
献
活
動

　
菱
和
建
設
㈱
（
盛
岡
市

・
菊
池
奨
代
表
取
締
役
社

長
）
の
協
力
会
社
で
構
成

す
る
菱
友
会
（
佐
々
木
聡

会
長
）
の
推
進
部
会
は

日
、
盛
岡
市
上
厨
川
幅
の

諸
葛
川
河
川
公
園
で
低
木

剪
定
な
ど
の
地
域
貢
献
活

動
を
実
施
し
た
。
参
加
者

ら
は
、
来
園
者
ら
の
快
適

な
公
園
利
用
に
向
け
て
、

伸
び
た
枝
の
剪
定
や
ご
み

拾
い
に
奉
仕
の
汗
を
流
し

た
。

　
当
日
の
活
動
に
は
約

人
が
参
加
。
樹
木
の
刈
込

用
ハ
サ
ミ
で
公
園
内
の
低

木
を
剪
定
し
た
ほ
か
、
歩

道
に
伸
び
た
枝
も
き
れ
い

に
切
り
そ
ろ
え
、
歩
行
者

の
安
全
な
通
行
確
保
に
も

努
め
た
。

　
加
え
て
、
公
園
内
の
ご

み
拾
い
も
行
っ
た
。
参
加

者
ら
は
伸
び
た
草
の
間
や

木
の
下
な
ど
も
丁
寧
に
点

検
し
て
、
お
菓
子
の
袋
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
ご
み
を
拾
い
集

め
た
。

　
菱
友
会
推
進
部
の
小
笠

原
敏
之
部
会
長
は
「
諸
葛

川
河
川
公
園
で
清
掃
活
動

を
行
う
の
は
今
年
で

年

目
。
昔
は
低
い
木
だ
っ
た

も
の
が
、
成
長
し
て
高
い

木
に
な
る
な
ど
、
環
境
の

変
化
も
生
じ
て
い
る
が
、

今
後
も
そ
の
変
化
に
対
応

し
な
が
ら
貢
献
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。

　
菱
友
会
の
春
の
地
域
貢

献
活
動
は
、
前
身
の
安
全

衛
生
協
議
会
も
含
め
て
今

回
で

回
目
。
菱
友
会
で

は
、
春
に
諸
葛
川
河
川
公

園
で
の
環
境
整
備
、
夏
に

国
道

号
の
道
路
清
掃
活

動
と
２
本
立
て
で
、
地
域

貢
献
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

建協と東北地方整備局営繕部との意見交換

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

嵯
嵯
嵯
嵯
嵯
嵯
嵯
嵯
嵯
嵯
嵯
嵯
嵯
嵯
嵯
嵯
嵯
嵯
嵯
嵯
嵯
嵯
嵯
嵯
嵯
嵯
嵯
嵯
嵯
嵯
嵯
嵯
嵯
嵯
嵯
嵯
嵯
嵯

　
東
北
地
方
整
備
局
営
繕

部
、盛
岡
営
繕
事
務
所
と
、

県
建
設
業
協
会
（
向
井
田

岳
会
長
）
の
建
設
業
振
興

対
策
委
員
会
建
築
技
術
部

会
に
よ
る
意
見
交
換
会
が

日
、
盛
岡
市
の
県
建
設

会
館
で
開
か
れ
た
。
営
繕

工
事
に
お
け
る
働
き
方
改

革
の
取
り
組
み
や
、
県
内

建
設
業
を
取
り
巻
く
各
種

課
題
な
ど
を
テ
ー
マ
に
意

見
交
換
し
た
。

　
同
局
側
か
ら
は
、
営
繕

部
の
竹
本
秀
子
営
繕
品
質

管
理
官
、
盛
岡
営
繕
事
務

所
の
花
輪
謙
作
所
長
、
松

野
栄
人
保
全
指
導
・
監
督

官
室
長
が
出
席
。
同
協
会

側
か
ら
は
、
須
田
光
宏
副

会
長
、
髙
橋
健
二
奥
州
支

部
長
、
須
賀
芳
也
大
船
渡

支
部
長
、
菊
地
和
弘
本
部

理
事
ら
が
出
席
し
た
。

　
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
、

竹
本
営
繕
品
質
管
理
官
は

「
県
内
建
設
業
の
状
況
な

ど
を
伺
い
な
が
ら
、
円
滑

な
施
工
確
保
な
ど
に
向
け

た
対
策
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
の
促
進
に
取
り
組

み
た
い
」、須
田
副
会
長
が

「
発
注
件
数
の
確
保
が
重

要
な
課
題
だ
。
中
東
情
勢

の
変
化
に
伴
い
、
塗
料
や

塩
ビ
管
な
ど
の
幅
広
い
資

材
に
影
響
が
及
ん
で
い

る
。
国
交
省
の
今
後
の
対

応
な
ど
を
ご
教
示
い
た
だ

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
同
局
側
は
、
営
繕
工
事

に
お
け
る
働
き
方
改
革
の

取
り
組
み
の
ほ
か
、
週
休

２
日
の
確
保
や
適
正
な
工

期
設
定
、
工
事
書
類
の
簡

素
化
の
取
り
組
み
な
ど
を

説
明
。
官
庁
営
繕
事
業
で

の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
活
用
や
、
猛
暑

対
策
の
拡
充
の
考
え
方
な

ど
も
紹
介
し
た
。

　
さ
ら
に
、
新
た
な
発
注

方
式
と
な
る
簡
易
評
価

型
、
企
業
能
力
評
価
型
を

試
行
し
て
い
る
こ
と
を
説

明
。

年
度
の
工
事
発
注

見
通
し
に
触
れ
、
大
船
渡

地
方
合
同
庁
舎
の
改
修
工

事
が
公
告
予
定
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

　
建
協
は
、
営
繕
工
事
に

係
る
発
注
件
数
の
確
保

と
、
公
共
事
業
予
算
の
安

定
的
・
持
続
的
な
確
保
な

ど
を
要
望
。
庁
舎
改
修
工

事
の
発
注
に
当
た
っ
て

は
、
「
建
設
企
業
が
参
加

し
や
す
い
方
式
を
検
討
し

て
ほ
し
い
」
と
求
め
た
。

　
さ
ら
に
建
協
側
は
、
中

東
情
勢
な
ど
の
影
響
か
ら

燃
料
価
格
、
資
材
価
格
の

変
動
が
生
じ
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
ス
ラ
イ
ド
条

項
の
的
確
か
つ
柔
軟
な
運

用
な
ど
を
要
望
。
「
価
格

変
動
の
間
隔
が
短
く
な

り
、
急
激
に
価
格
が
変
動

す
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ

る
」
と
の
危
機
感
を
国
側

と
も
共
有
し
、
円
滑
な
事

業
推
進
に
向
け
た
柔
軟
な

対
応
を
求
め
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
民
間
工
事

に
お
け
る
週
休
２
日
の
環

境
整
備
の
た
め
、
民
間
事

業
者
に
対
す
る
国
側
か
ら

の
働
き
掛
け
も
求
め
た
。

　
同
局
は
、
「
昨
年
の
意

見
交
換
で
『
２
、
３
年
後

の
発
注
情
報
が
分
か
ら
な

け
れ
ば
人
材
確
保
が
難
し

い
』
と
の
ご
意
見
を
い
た

だ
い
た
。
新
築
・
改
修
の

た
め
、
現
在
設
計
を
行
っ

て
い
る
業
務
の
内
容
を
、

営
繕
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
す
る
よ
う
な
取

り
組
み
も
進
め
た
い
」
と

し
た
。

　
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
は
、
資

材
の
製
造
か
ら
建
物
の
解

体
ま
で
に
排
出
さ
れ
る
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ボ
ン

の
算
定
評
価
（
建
築
物
Ｌ

Ｃ
Ａ
）
に
つ
い
て
、
２
０

２
６
年
度
は
、

件
程
度

の
賃
貸
住
宅
新
築
工
事
を

対
象
に
試
行
す
る
考
え

だ
。

年
度
に
は
２
件
を

対
象
に
評
価
を
実
施
し
て

お
り
、

年
度
は
試
行
件

数
を
増
加
さ
せ
る
。
国
土

交
通
省
が

年
度
か
ら
開

始
す
る
Ｌ
Ｃ
Ａ
制
度
に
備

え
る
た
め
、
算
定
評
価
の

実
施
に
必
要
な
人
員
や
費

用
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
カ

ー
ボ
ン
の
削
減
手
法
を
検

討
す
る
。

　
政
府
が
こ
の
ほ
ど
、
閣

議
決
定
し
た
建
築
物
省
エ

ネ
法
の
改
正
案
に
「
建
築

物
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
カ

ー
ボ
ン
評
価
制
度
」
の
創

設
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ボ
ン

の
削
減
を
目
指
し
、
ま
ず

Ｃ
Ｏ
排
出
量
の
算
定
評
価

に
着
手
す
る
。

年
度
か

ら
は
、
延
べ
床
面
積
５
０

０
０
平
方
㍍
以
上
の
事
務

所
を
新
築
・
増
改
築
す
る

建
築
主
に
対
し
、
算
定
評

価
結
果
を
国
交
省
に
届
け

出
る
こ
と
を
義
務
付
け

る
。
制
度
の
対
象
と
な
る

規
模
や
用
途
は
、
段
階
的

に
拡
大
す
る
。

　
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
は
、
Ｌ

Ｃ
Ａ
制
度
の
開
始
や
、
自

ら
ま
と
め
た
環
境
基
本
方

針
に
基
づ
く
活
動
と
し

て
、

年
度
か
ら
賃
貸
住

宅
で
の
Ｌ
Ｃ
Ａ
の
試
行
を

開
始
し
た
。

年
度
に
試

行
し
た
２
件
の
結
果
は
、

５
月
中
旬
に
も
ま
と
め

る
。

　
Ｌ
Ｃ
Ａ
の
本
格
的
な
実

施
に
向
け
て
、

年
度
に

は

件
程
度
に
試
行
件
数

を
増
や
し
、
Ｌ
Ｃ
Ａ
の
実

施
に
よ
る
人
件
費
や
業
務

時
間
の
増
加
と
い
っ
た
影

響
の
検
証
を
継
続
す
る
。

合
わ
せ
て
、
部
材
や
建
物

規
模
ご
と
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
カ
ー
ボ
ン
も
整
理
す

る
。

　
国
土
交
通
省
は
、
イ
ン

フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
の

新
技
術
活
用
を
促
進
す
る

た
め
、
２
０
２
３
〜

年

度
に
地
方
自
治
体

団
体

に
専
門
家
を
派
遣
し
た
ハ

ン
ズ
オ
ン
支
援
事
業
の
成

果
を
ま
と
め
た
＝
表
参

照
。
点
検
ア
プ
リ
や
人
工

知
能
（
Ａ
Ｉ
）
に
よ
る
老

朽
判
定
シ
ス
テ
ム
な
ど
を

実
際
に
活
用
し
た
り
、
新

技
術
選
定
・
導
入
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
蓄
積
す
る
な
ど
の

成
果
を
確
認
。

年
度
は
、

持
続
的
な
支
援
体
制
の
構

築
を
検
討
す
る
。

　
市
区
町
村
の
約
４
分
の

１
は
土
木
系
技
術
職
員
が

お
ら
ず
、
イ
ン
フ
ラ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
の
計
画
検
討
や

工
事
発
注
を
専
門
外
の
職

員
が
担
う
ケ
ー
ス
が
少
な

く
な
い
。
職
員
数
の
多
い

政
令
市
や
中
核
市
で
も
、

イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
に
対
応

す
る
人
・
予
算
の
制
約
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ハ

ン
ズ
オ
ン
支
援
事
業
で

は
、
専
門
家
を
派
遣
し
た

自
治
体
で
新
技
術
導
入

に
よ
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

効
率
化
を
支
援
し
た
。

　
主
な
事
例
を
見
る
と
、

例
え
ば
静
岡
市
は
多
数
の

橋
梁
点
検
を
職
員
の
直
営

で
実
施
し
て
お
り
、
新
技

術
導
入
に
よ
る
効
率
化
を

検
討
。
技
術
比
較
・
評
価

支
援
を
受
け
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
用
い
た
橋
梁
点
検
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。

　
愛
知
県
豊
川
市
は
、
Ａ

Ｉ
を
活
用
し
た
舗
装
の
異

常
検
知
技
術
の
精
度
向
上

に
向
け
て
ア
ド
バ
イ
ス
を

求
め
、
路
面
の
画
像
デ
ー

タ
の
分
析
手
法
に
つ
い
て

の
助
言
を
受
け
た
。
支
援

事
業
の
終
了
後
も
ア
ド
バ

イ
ス
を
生
か
し
、
Ａ
Ｉ
活

用
と
包
括
的
民
間
委
託
を

組
み
合
わ
せ
た
点
検
手
法

を
検
討
す
る
。

　
徳
島
県
美
波
町
は
、
新

技
術
の
導
入
以
前
に
、
技

術
職
員
不
足
で
ノ
ウ
ハ
ウ

継
承
が
難
し
い
と
い
う
課

題
に
直
面
。
専
門
家
に
よ

る
直
接
的
な
指
導
を
受
け

た
他
、
県
と
の
持
続
的
な

相
談
体
制
を
設
け
た
。

　
国
交
省
は
支
援
事
業
で

得
ら
れ
た
知
見
を
生
か

し
、
持
続
的
な
自
治
体
支

援
の
体
制
を
整
備
す
る
。

支
援
事
業
の
事
例
を
他
の

自
治
体
に
周
知
す
る
た
め

「
人
の
群
マ
ネ
事
例
集
」

（
仮
称
）
も
作
成
す
る
。
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国
土
交
通
省
は
、
山
岳

ト
ン
ネ
ル
工
事
を
対
象
と

し
た
自
動
施
工
技
術
の
標

準
化
を
目
指
し
、
２
０
２

６
年
度
に
複
数
の
試
行
工

事
を
発
注
す
る
。
総
合
評

価
落
札
方
式
の
技
術
提
案

評
価
型
Ｓ
Ⅰ
型
を
適
用

し
、
受
注
者
の
提
案
に
応

じ
て
新
技
術
の
導
入
に
要

す
る
コ
ス
ト
に
設
計
変
更

で
対
応
す
る
。

年
度
は

鋼
製
支
保
工
作
業
の
省
人

化
施
工
に
関
す
る
提
案
を

求
め
て
お
り
、

年
度
は

別
の
作
業
項
目
を
対
象
に

テ
ー
マ
を
設
け
る
見
通
し

だ
。

　
山
岳
ト
ン
ネ
ル
工
事

は
、
山
間
部
で
の
作
業
や

切
羽
で
の
肌
落
ち
災
害
と

い
っ
た
厳
し
い
労
働
条
件

を
背
景
に
、
中
長
期
的
な

担
い
手
不
足
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
国
交
省
は
、
予

定
価
格
の
５
％
を
上
限
と

し
て
技
術
向
上
提
案
に
基

づ
く
設
計
変
更
を
認
め
る

Ｓ
Ⅰ
型
を
活
用
し
、
山
岳

ト
ン
ネ
ル
工
事
を
対
象
と

し
た
自
動
施
工
技
術
の
導

入
を
推
進
。
現
場
を
省
人

化
し
、
安
全
性
確
保
と
生

産
性
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
現
場
作

業
の
う
ち
省
人
化
効
果
が

高
く
、
災
害
リ
ス
ク
の
高

い
切
羽
や
側
壁
付
近
で
の

作
業
内
容
と
し
て
、
穿
孔

と
装
薬
、
鋼
製
支
保
工
、

ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
工
の
４
作

業
を
選
定
。
技
術
向
上
提

案
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
際

に
優
先
す
る
方
針
を
示
し

て
い
た
。

　

年
度
に

初
め
て
試
行

を
開
始
し
、

４
件
の
工
事

を
契
約
＝
表

参
照
。
い
ず

れ
も
、
鋼
製

支
保
工
に
関

す
る
提
案
を

求
め
た
。
今

後
、
工
事
を

本
格
化
す
る

中
で
提
案
技

術

を

試

行

し
、
そ
の
結

果
を
検
証
。

複
数
工
事
を

比
較
し
、
鋼
製
支
保
工
に

関
す
る
自
動
施
工
の
技
術

基
準
類
の
整
備
に
生
か

す
。

　
早
期
に
山
岳
ト
ン
ネ
ル

に
関
す
る
工
程
全
体
の
技

術
基
準
類
を
整
備
す
る
た

め
、

年
度
は
鋼
製
支
保

工
と
は
別
の
作
業
項
目
を

対
象
に
技
術
向
上
提
案
テ

ー
マ
を
設
定
す
る
。

　
国
土
交
通
省
は
、
浮
体

式
洋
上
風
力
発
電
の
設
置

に
関
す
る
施
工
方
法
を
確

立
す
る
た
め
、
民
間
企
業

の
技
術
開
発
を
支
援
す
る

制
度
を
創
設
し
た
。
浮
体

式
は
世
界
的
に
も
導
入
事

例
が
少
な
く
、
一
般
的
な

施
工
方
法
が
確
立
さ
れ
て

い
な
い
。
支
援
制
度
を
活

用
し
て
、
民
間
企
業
に
効

率
的
で
安
全
な
施
工
方
法

を
開
発
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
浮
体
式
の
導
入
拡
大

を
目
指
す
。

　
国
交
省
は
、「
第
２
次
洋

上
風
力
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
」

で
、
２
０
４
０
年
ま
で
に

浮
体
式
洋
上
風
力
発
電
に

よ
る
合
計

㌔
㍗
以
上
の

案
件
形
成
（
洋
上
風
力
発

電
を
設
置
で
き
る
場
所
の

指
定
）
を
目
標
に
設
定
し

て
い
る
。
新
た
な
支
援
制

度
で
は
、
浮
体
式
風
車
の

設
置
・
組
み
立
て
と
、
設

置
後
の
維
持
管
理
に
関
す

る
効
率
化
・
高
度
化
技
術

の
開
発
を
後
押
し
す
る
。

　
制
度
を
活
用
し
た
初
め

て
の
公
募
を
開
始
し
て
お

り
、
５
月

日
ま
で
民
間

企
業
の
応
募
を
受
け
付
け

る
。
７
月
下
旬
以
降
に
採

択
す
る
。
応
募
資
格
は
、

・

・

年
度
国
土
交

通
省
競
争
参
加
資
格
（
全

省
庁
統
一
参
加
資
格
）「
役

務
の
提
供
等
（
関
東
・
甲

信
越
）
」
の
有
資
格
者
。

　
支
援
期
間
は
最
長
３
年

間
で
、
毎
年
１
億
５
０
０

０
万
円
を
上
限
に
技
術
開

発
費
を
補
助
す
る
。
複
数

年
で
採
択
さ
れ
た
技
術
開

発
事
業
は
、
国
交
省
が
毎

年
成
果
を
確
認
し
、
支
援

の
継
続
を
判
断
す
る
。

頃
頃
頃
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環
境
省
は
、
自
然
公
園

法
に
基
づ
き
、
長
野
県
と

岐
阜
県
に
ま
た
が
る
御
嶽

山
と
そ
の
周
辺
地
域
、
計

２
万
８
２
７
５
㌶
を
「
御

嶽
山
国
定
公
園
」
と
し
て

新
た
に
指
定
し
た
。
国
立

公
園
と
同
様
の
自
然
景
観

を
有
す
る
と
評
価
さ
れ
、

全
国
で

番
目
の
国
定
公

園
と
な
っ
た
。
今
後
、
長

野
・
岐
阜
県
の
管
理
の
下
、

道
路
、
園
地
、
宿
舎
、
避
難

小
屋
な
ど
を
整
備
す
る
。

　
活
火
山
特
有
の
地
形
や

自
然
林
生
態
系
、
山
岳
信

仰
の
対
象
と
し
て
築
か
れ

た
文
化
景
観
な
ど
が
評
価

さ
れ
た
。
今
後
、
登
山
や

山
麓
部
で
の
キ
ャ
ン
プ
、

ス
キ
ー
、
滝
巡
り
な
ど
の

利
用
促
進
に
つ
な
が
る
施

設
を
整
備
す
る
。

　
具
体
的
に
は
、
車
道

路
線
、
歩
道

路
線
、
園

地
８
カ
所
、宿
舎

カ
所
、

避
難
小
屋

カ
所
、
野
営

所
８
カ
所
、
ス
キ
ー
場
２

カ
所
、
駐
車
場
８
カ
所
、

公
衆
浴
場
３
カ
所
、
博
物

展
示
施
設
１
カ
所
な
ど
を

計
画
す
る
。
長
野
県
内
に

は
、
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
も
整

備
す
る
予
定
だ
。
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段
建
設
工
業
（
宮
崎
県

都
城
市
）
は
、
新
卒
で
採

用
し
た
２
人
を
建
設
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
と
し
て
配
置
。

現
場
と
事
務
所
の
両
面
か

ら
現
場
を
支
え
る
体
制
を

築
い
て
い
る
。
２
人
を
入

社
当
初
か
ら
建
設
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
と
い
う
職
種
に
位

置
付
け
た
の
は
、
役
割
を

曖
昧
に
せ
ず
、
主
体
的
に

成
長
で
き
る
環
境
を
整
え

た
い
と
い
う
考
え
か
ら

だ
。

　
段
琢
也
専
務
取
締
役

は
、
初
め
て
建
設
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
の
紹
介
を
見
た
と

き
、
事
務
作
業
に
と
ど
ま

ら
ず
現
場
を
理
解
し
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
や
書
類
業
務
で
技
術

者
を
支
え
る
新
し
い
役
割

に
可
能
性
を
感
じ
た
。
ま

た
「
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
」
と

い
う
名
称
も
若
い
世
代
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
入

り
口
と
し
て
有
効
だ
と
思

っ
た
。

　
導
入
の
背
景
に
は
社
員

の
高
齢
化
と
い
う
課
題
が

あ
っ
た
。
平
均
年
齢
は

代
後
半
。こ
の
ま
ま
で
は
、

組
織
が
先
細
り
に
な
る
と

い
う
危
機
感
か
ら
新
卒
採

用
の
切
り
口
と
し
て
建
設

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
打
ち
出

し
た
と
こ
ろ
、
説
明
会
に

は
こ
れ
ま
で
に
な
い
数
の

学
生
が
集
ま
っ
た
。
そ
こ

で
採
用
し
た
２
人
の
新
卒

社
員
が
建
設
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
。

　
木
﨑
も
え
さ
ん
は
現
場

の
書
類
作
成
な
ど
を
行

う
。
直
接
現
場
に
足
を
運

び
、
監
督
と
工
事
の
状
況

を
確
認
し
な
が
ら
情
報
を

整
理
す
る
。
現
場
を
見
る

こ
と
で
業
務
の
意
味
を
理

解
し
、「
次
に
何
が
必
要

か
」
を
考
え
て
動
け
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
。

　
武
元
美
澪
さ
ん
は
積
算

業
務
を
中
心
に
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

管
理
や
各
種
書
類
作
成
を

担
う
。
数
字
の
先
に
現
場

が
あ
る
こ
と
を
意
識
し
、

慎
重
か
つ
確
実
に
業
務
を

進
め
て
い
る
。「
会
社
の
利

益
の
た
め
に
」
と
努
力
を

続
け
る
。

　
２
人
の
存
在
が
、
社
内

に
活
気
を
も
た
ら
し
、
監

督
陣
の
育
成
意
識
も
高
め

て
い
る
。
段
専
務
取
締
役

は
、
建
設
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

を
「
現
場
と
会
社
を
つ
な

ぐ
中
核
的
な
存
在
」
と
位

置
付
け
る
。
現
場
が
本
来

の
業
務
に
集
中
で
き
若
手

が
成
長
し
続
け
ら
れ
る
仕

組
み
を
支
え
る
職
域
、
そ

れ
が
建
設
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

だ
。

　
（
お
わ
り
）
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勤
労
者
退
職
金
共
済
機

構
の
建
退
共
事
業
本
部

は
、
長
期
未
更
新
者
へ
の

退
職
金
支
給
を
支
援
す

る
。
建
退
共
手
帳
を
過
去

３
年
間
更
新
し
て
い
な
い

歳
以
上
の
高
齢
者
に
対

し
、
社
会
保
険
労
務
士
に

退
職
金
請
求
手
続
き
を
代

行
し
て
も
ら
う
。
２
０
２

６
年
度
に
千
葉
県
内
の
長

期
未
更
新
者
を
対
象
に
試

行
す
る
。

　
長
期
未
更
新
者
は
、

年
度
末
時
点
で

万
５
１

３
９
人
お
り
、
建
退
共
事

業
本
部
は
こ
の
う
ち
住
所

を
把
握
で
き
て
い
る
７
万

３
０
３
８
人
に
対
し
、
共

済
手
帳
の
更
新
や
退
職
金

請
求
の
手
続
き
を
要
請
。

年
度
末
ま
で
の
５
年
間

で

％
以
上
減
少
さ
せ
る

目
標
も
定
め
て
い
る
。

　
一
方
、
長
期
未
更
新
者

の
中
に
は
、
建
設
業
を
リ

タ
イ
ア
し
て
か
ら
数
年
が

過
ぎ
、
所
属
し
て
い
た
企

業
が
手
続
き
を
代
行
し
な

か
っ
た
り
、
入
院
な
ど
に

よ
っ
て
本
人
が
請
求
を
申

請
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ

る
。

　
こ
の
た
め
、
共
済
手
帳

の
更
新
や
退
職
金
請
求
の

手
続
き
を
要
請
す
る
だ
け

で
な
く
、
こ
う
し
た
退
職

金
請
求
の
事
務
手
続
き
が

難
し
い
長
期
未
更
新
者
へ

の
支
援
策
を
試
行
す
る
。

建
退
共
事
業
本
部
が
社
会

保
険
労
務
士
と
連
携
し
、

退
職
金
請
求
手
続
き
を
代

行
す
る
業
務
を
試
行
し
て

も
ら
う
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
退
職
金
請
求
手
続
き
の

利
用
促
進
策
に
つ
い
て
も

検
討
す
る
。

　
東
日
本
建
設
業
保
証
㈱

は
、
広
報
誌
『
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
　

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
　
２
０
２
６
春

号
』
を
発
刊
し
た
。
今
回
の

テ
ー
マ
は
「
し
た
し
む
」。巻

頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
大

成
建
設
管
理
本
部
人
事
部
の

北
迫
泰
行
人
財
い
き
い
き
推

進
室
長
と
同
室
の
国
枝
愛
奈

課
長
代
理
に
、
男
性
の
育
休

取
得
１
０
０
％
を
目
指
し
た

意
識
改
革
に
つ
い
て
聞
い
て

い
る
。

　
春
号
で
は
こ
の
ほ
か
、
竹

中
工
務
店
が
神
戸
市
内
に
開

館
し
た
大
工
道
具
の
博
物
館

「
竹
中
大
工
道
具
館
」
や
、

石
川
工
務
店
（
岐
阜
市
）
が

開
発
し
た
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム

「
セ
コ
カ
ン
！
」
な
ど
を
紹

介
し
て
い
る
。
表
紙
は
、
竹

中
大
工
道
具
館
に
展
示
さ
れ

て
い
る
大
工
道
具
一
式
。

　
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
　
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｓ

は
年
４
回
の
発
行
。
東
日
本

建
設
業
保
証
の
総
務
部
広
報

室
や
建
設
産
業
図
書
館
、
営

業
部
、
各
支
店
で
配
布
（
無

料
）
し
て
い
る
。
最
新
号
と

直
近
３
号
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
る
。

　
印
刷
版
の
定
期
送
付
や
バ

ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
入
手
な

ど
、
申
し
込
み
先
は
広
報
室

（
電
話

│
３
５
５
２
│
７

５
２
４
）。
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建
材
の
開
発
・
製
造
・

輸
入
・
販
売
を
行
う
㈱
エ

ー
ビ
ー
シ
ー
商
会
（
本
社

・
東
京
都
千
代
田
区
、
東

川
茂
樹
社
長
）
は
こ
の
ほ

ど
、
輸
入
セ
ラ
ミ
ッ
ク
タ

イ
ル
「
リ
ス
ト
ー
ン
」
と

「
リ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
の

発
売
を
開
始
し
た
＝
写

真
。
リ
サ
イ
ク
ル
率

％

以
上
の
高
水
準
を
実
現
す

る
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し

た
製
品
と
な
っ
て
い
る
。

　
近
年
で
は
、
建
材
に
も

高
い
環
境
性
能
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
一
般
的
に
セ

ラ
ミ
ッ
ク
タ
イ
ル
の
リ
サ

イ
ク
ル
率
は
、

％
前
後

で
も
高
水
準
と
さ
れ
る
中

に
あ
っ
て
、
同
製
品
は
リ

サ
イ
ク
ル
率

・
２
％
以

上
を
実
現
し
た
。

　
一
般
的
な
タ
イ
ル
で

は
、
製
造
工
程
で
発
生
す

る
焼
成
前
の
廃
材
を
主
な

リ
サ
イ
ク
ル
原
料
と
し
て

い
る
が
、
同
製
品
は
焼
成

後
の
廃
材
や
廃
ガ
ラ
ス
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
を
再

び
原
料
と
し
て
活
用
す
る

独
自
の
製
造
技
術
を
確

立
。
仕
上
が
り
や
性
能
の

品
質
を
維
持
し
な
が
ら
、

高
い
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
確

保
に
成
功
し
た
と
し
て
い

る
。

　
「
リ
ス
ト
ー
ン
」
は
、

全
５
色
・
３
仕
上
げ
の
柔

ら
か
な
質
感
と
色
調
を
ベ

ー
ス
に
し
た
フ
レ
ン
チ
ス

ト
ー
ン
調
デ
ザ
イ
ン
。「
リ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
は
、
ベ

ー
ス
と
な
る
３
色
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
カ
ラ
ー
に
上
品

で
穏
や
か
な
チ
ッ
プ
を
重

ね
た
テ
ラ
ゾ
ー
デ
ザ
イ
ン

と
、
素
材
感
を
引
き
立
て

る
プ
レ
ー
ン
デ
ザ
イ
ン
を

用
意
。
い
ず
れ
も
空
間
に

調
和
し
、
高
級
感
を
演
出

し
て
い
る
。

　
同
社
で
は
、
３
年
以
内

の
販
売
目
標
を
５
０
０
０

万
円
と
し
て
い
る
。
ま
た

同
製
品
の
ほ
か
、
セ
ラ
ミ

ッ
ク
タ
イ
ル
７
点
を
新
た

に
追
加
し
て
お
り
、
今
後

も
あ
ら
ゆ
る
ホ
テ
ル
や
商

業
施
設
、
店
舗
、
住
宅
へ

の
提
案
を
継
続
し
て
い
く

方
針
だ
。

　
製
品
の
問
い
合
わ
せ

は
、
同
社
乾
式
材
事
業
部

（
電
話

│
３
５
０
７
│

７
２
２
１
）。

　
国
土
交
通
省
は
こ
の
ほ

ど
、
本
州
〜
九
州
間
の
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
在
り

方
に
関
す
る
有
識
者
会
議

を
開
き
、
下
関
北
九
州
道

路
の
整
備
効
果
に
つ
い

て
、
福
岡
県
・
福
岡
県
北

九
州
市
・
中
国
経
済
連
合

会
・
九
州
経
済
連
合
会
の

４
団
体
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
た
。
い
ず
れ
の
団

体
も
、
下
関
北
九
州
道
路

の
整
備
が
本
州
〜
九
州
間

の
イ
ン
フ
ラ
の
脆
弱
性
の

解
消
や
、
高
い
経
済
効
果

の
発
揮
に
つ
な
が
る
こ
と

を
強
調
し
た
。

　
福
岡
県
は
、
本
州
と
九

州
を
つ
な
ぐ
道
路
が
関
門

橋
と
関
門
ト
ン
ネ
ル
し
か

な
い
と
し
、
リ
ダ
ン
ダ
ン

シ
ー
（
冗
長
性
）
を
確
保

す
る
必
要
性
を
訴
え
た
。

こ
の
背
景
と
し
て
、
２
０

２
０
〜

年
の
間
で
二
つ

の
道
路
で
発
生
し
た
通
行

止
め
の
件
数
を
提
示
。
台

風
や
事
故
に
よ
り
、
関
門

橋
で
は
７
回
、
関
門
ト
ン

ネ
ル
で
は
７
１
７
回
の
通

行
止
め
が
発
生
し
た
。
通

行
止
め
に
よ
る
渋
滞
と
い

っ
た
自
動
車
の
速
度
低
下

の
影
響
は
、
北
九
州
市
全

体
に
も
及
ぶ
と
い
う
。

　
北
九
州
市
は
、
通
行
止

め
に
よ
る
物
流
へ
の
影
響

を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、

二
つ
の
道
路
の
老
朽
化
も

課
題
と
し
た
。
関
門
橋
は

建
設
か
ら

年
、
関
門
ト

ン
ネ
ル
は

年
が
経
過
し

て
お
り
、
「
脆
弱
で
冗
長

性
が
な
い
国
土
の
弱
点
」

と
強
調
。
下
関
北
九
州
道

路
を
整
備
す
る
こ
と
で
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
を
解
消
す
る

と
と
も
に
、
海
峡
を
挟
ん

だ
巨
大
な
経
済
圏
が
形
成

さ
れ
る
こ
と
に
期
待
感
を

示
し
た
。
関
門
橋
と
関
門

ト
ン
ネ
ル
が
寸
断
さ
れ
る

と
、
年
間
で
約

兆
円
の

経
済
損
失
が
発
生
す
る
と

も
指
摘
し
た
。

　
中
国
経
済
連
合
会
は
、

山
陰
道
と
下
関
北
九
州
道

路
が
組
み
合
わ
さ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
山
陰
地
方
の

観
光
振
興
に
大
き
な
経
済

効
果
が
生
ま
れ
る
と
し

た
。九
州
経
済
連
合
会
は
、

食
料
生
産
地
と
し
て
九
州

が
全
国
２
割
の
シ
ェ
ア
を

占
め
て
い
る
と
し
、
九
州

か
ら
他
地
域
へ
の
輸
送
ル

ー
ト
を
強
固
に
す
る
重
要

性
を
示
し
た
。

　
全
国
建
設
業
協
会
（
全

建
、
今
井
雅
則
会
長
）は
、

２
０
２
６
年
度
の
技
術
研

究
発
表
会
の
事
例
募
集
を

開
始
し
た
。
都
道
府
県
建

設
業
協
会
の
会
員
企
業
を

対
象
と
し
て
、
先
進
的
な

高
度
技
術
や
既
存
技
術
の

創
意
工
夫
に
よ
り
、
生
産

性
・
品
質
向
上
、
環
境
対

策
、
安
全
確
保
に
成
果
の

あ
っ
た
事
例
を
募
る
。
募

集
の
締
め
切
り
は
６
月

日
。

　
募
集
の
技
術
区
分
は

「
高
度
技
術
部
門
」と「
創

意
工
夫
部
門
」、工
事
区
分

は
「
土
木
分
野
」
「
建
築

分
野
」
「
環
境
・
そ
の
他

分
野
」の
３
分
野
と
す
る
。

生
産
性
向
上
や
コ
ス
ト
縮

減
、
品
質
向
上
、
安
全
対

策
、
建
設
廃
棄
物
の
適
正

処
理
、
社
会
資
本
の
長
寿

命
化
な
ど
の
事
例
を
示
し

て
い
る
。

　
９
月
下
旬
に
事
例
選
考

委
員
会
を
開
き
、
会
員
企

業
の
参
考
と
な
る
事
例

（

件
程
度
）
は

月

日
の
技
術
研
究
発
表
会
で

発
表
し
て
も
ら
う
。
発
表

会
で
最
優
秀
賞
を
選
定

し
、
表
彰
す
る
。
優
良
事

例
は
事
例
集
に
掲
載
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す

る
。

　
募
集
要
領
や
応
募
書
類

は
全
建
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
。
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（５面からつづく）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



２０２６年（令和８年）４月２１日 （火曜日）（５）

（６面からつづく）

（４面へつづく）



２０２６年（令和８年）４月２１日 （火曜日） （６）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（５面へつづく）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（７面からつづく）

　８日16時まで

入札締切　2026年６日２日16時

開札月日　2026年６月３日

………………………………………

岩手南部森林管理署　　　　　　

　東北森林管理局岩手南部森林管

理署は17日付で、一般競争入札で

実施する月山治山工事を公告し

た。

　入札参加希望者は技術提案書等

を５月７日16時までに、電子入札

システムにより提出すること。入

札締切は同月29日16時。

▽月山治山工事（簡易型運用版、

施工体制確認型）

施行地　奥州市衣川字月山国有林

16林班

工　期　2027年１月15日まで

工事内容　山腹工0.07

入札参加資格　岩手南部森林管理

署または岩手南部森林管理署遠

野支署、三陸中部森林管理署、

盛岡森林管理署、宮城北部森林

管理署、秋田森林管理署、秋田

森林管理署湯沢支署の管轄区域

内の市町村に建設業法に定める

本社、支店または営業所を有す

ること。東北森林管理局「土木

一式」Ａ等級、Ｂ等級、Ｃ等級。

2011年４月１日から26年３月31

日までの間に、元請けとして完

成・引き渡しが完成した同種工

事【治山工事関係事業における

工事（渓間工事、山腹工事、地

すべり防止工事、海岸防災林造

成の工事（森林整備を除く））】

の実績を有すること

技術提案書等の提出　2026年５月

７日16時まで

入札締切　2026年５月29日16時

開札日時　2026年６月１日10時

………………………………………

岩手大学　　　　　　　　　　　

　国立大学法人岩手大学は17日付

で、一般競争入札で実施する岩手

大学（釜石）高圧ケーブル他改修

工事を公告した。入札参加希望者

は申請書を27日までに、電子入札

システムにより提出すること。入

札締切は５月14日15時。

▽岩手大学（釜石）高圧ケーブル

他改修工事

施行地　釜石市平田第三地割75－

１、岩手大学釜石団地構内

工　期　2026年11月30日まで

工事内容　岩手大学釜石キャンパ

スの高圧ケーブル改修工事を行

う

入札参加資格　文部科学省または

岩手大学「電気工事」Ａ、Ｂま

たはＣ等級。2011年度以降に、

元請けとして完成・引き渡しが

完了した高圧ケーブルの新設ま

たは更新を含む電気設備工事を

施工した実績を有すること。岩

手県、青森県、秋田県、宮城県

のいずれかの県内に本店、支店

または営業所が所在すること

申請書の提出　2026年４月27日ま

で

入札締切　2026年５月14日15時

開札日時　2026年５月15日10時30

分

奥州市財政課　　　　　　　　　

　奥州市財政課は、玉里広瀬線法

面対策工などを入札した結果、同

工事は板谷建設が５６５０万円で

落札した。

（３月12日入札）

▽玉里広瀬線法面対策工事

施行地　奥州市江刺広瀬字樽和地

内

工　期　2026年11月30日

予定価格　5815万1000円

板谷建設

　５６５０万円 　１落

（指名業者　浅間建設　ＥＣ南部

コーポレーション　板谷建設　

岩手ニチレキ　及常建設　協友

建設　工藤建設　栗原建設　佐

野建設　進栄建設　鈴健　高惣

建設　丸協建設　丸谷興務店　

横沢工業所口）

▽駒堂舘線舗装修繕工事

施行地　奥州市胆沢南都田字熊野

地内

工　期　2026年８月31日

予定価格　2569万3000円

高惣建設

　２５３０万円 　１落

▽杉崎最中沢線舗装新設その２工

事

施行地　奥州市江刺梁川字最中沢

地内

工　期　2026年８月12日

予定価格　1552万1000円

板谷建設

　１５３０万円 　２落

▽谷地前三沢線舗装修繕工事

施行地　奥州市前沢生母字三沢地

内

工　期　2026年７月31日

予定価格　1190万3000円

岩手ニチレキ

　１１５０万円 　１落

※以上３件

（指名業者　ＥＣ南部コーポレー

ション　板谷建設　岩手ニチレ

キ　及常建設　協友建設　工藤

建設　進栄建設　高惣建設　横

沢工業所口）

▽江刺産業技術交流センターＬＥ

Ｄ化工事

施行地　奥州市江刺岩谷堂字松長

根地内

工　期　2026年７月16日

予定価格　825万円

広新電設工業

　８２０万円 　１落

（指名業者　岩手信号防災口　江

刺電工　エンドー電設　小野寺

電気工事　広新電設工業　三栄

電機工業　水沢電気工事）

▽中平１号線用地測量業務

施行地　奥州市水沢真城字中平地

内

期　限　2026年12月27日

予定価格　1633万円

東開技術

　１２６９万６１９９円

　１落（くじ）

（指名業者　アクト技術開発　ケ

ーエステック　中央測量設計　

東開技術　東北測技　東北プラ

ンニング　ランド技術設計）

（３月５日見積もり）

▽若柳小学校校長室他空調設備設

置工事

施行地　奥州市胆沢若柳字箸塚地

内

工　期　2026年３月31日まで

予定価格　415万円

ワールド設備機器

　４００万円 　１落

（指名業者　ワールド設備機器）

………………………………………

県大船渡土木センター　　　　　

　県沿岸広域振興局土木部大船渡

土木センターは大船渡管内港湾・

海岸維持修繕業務委託を入札した

結果、明和土木が１５２０万円で

落札した。

（３月12日入札）

▽大船渡管内港湾・海岸維持修繕

業務委託

施行地　大船渡港海岸ほか

期　限　2027年３月31日まで

予定価格　1548万8000円

明和土木

　１５２０万円 　２落

（参加業者　菊池組　小松組　佐

賀組　中澤組　明和土木）

………………………………………

県久慈審査指導監　　　　　　　

　県北広域振興局久慈審査指導監

は簡易総合評価落札方式（簡易２

型）で実施の、半崎地区ほか地す

べり防止施設詳細調査業務委託を

入札した結果、国土防災技術が１

２８０万円で落札した。

（４月７日入札、15日決定）

▽半崎地区ほか地すべり防止施設

詳細調査業務委託

施行地　久慈市夏井町地内ほか

期　限　169日間

国土防災技術

　１２８０万円 　１落

（参加業者　国土防災技術　日本

工営）
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県一関審査指導監　　　　　　　

　県南広域振興局一関審査指導監

は20日付で、総合評価落札方式で

実施する経営体育成基盤整備事業

小猪岡地区第15号工事を公告し

た。入札参加希望者は入札参加申

請書を電子入札システムにより28

日正午までに提出すること。入札

は５月21日を予定している。

▽経営体育成基盤整備事業小猪岡

地区第15号工事（簡易２型、週

休２日：発注者指定型、ＩＣＴ

：希望型、ＣＣＵＳ活用モデル

工事）

施行地　一関市厳美町地内

工　期　2027年５月31日まで

工事内容　整地工1.86 、道路工

531ｍ、用水路工521ｍ、排水路

工471ｍ

予定価格　9711万7000円

入札参加資格　土木工事Ａ級資格

者で、岩手県内に建設業法に基

づく主たる営業所を有するこ

と。2011年４月１日以降に、元

請けまたは一次下請けとしてほ

場整備工事（水田に係る整地工

を含むものに限る）を施工した

実績（国、地方公共団体または

国立研究開発法人森林研究・整

備機構が発注した建設工事の施

工実績に限る）を有すること（特

定共同企業体の構成員として施

工した工事については、出資比

率が20％以上の場合のものに限

るものとし、その施工数量にあ

っては、その工事の施工数量に

代表者の出資比率に対する当該

者の出資比率の割合を乗じて得

られた施工数量を施工実績とし

て認めるものとする）。土木工事

業に関する特定建設業の許可を

有していること

参加申請書の受付　2026年４月28

日正午まで

入札予定日時　2026年５月21日17

時まで

開札予定日時　2026年５月22日10

時30分

………………………………………

　県南広域振興局一関審査指導監

は20日付で、条件付一般競争入札

で実施する深堀地区県単治山測量

設計業務委託を公告した。入札参

加希望者は入札参加申請書を電子

入札システムにより５月12日正午

までに提出すること。入札は同月

19日を予定している。

▽深堀地区県単治山測量設計業務

委託

施行地　一関市東山町松川字深堀

地内

期　限　76日間

業務内容　測量業務一式、設計業

務一式

入札参加資格　2024・25年度建設

関連業務競争入札参加資格者名

簿に登録され、次のアからウの

全ての要件を満たしているこ

と。ア：測量に登録され、地上

測量を申請業務としているこ

と。イ：土木関係建設コンサル

タントに登録され、森林土木を

申請業務としていること。ウ：

県南広域振興局の区域に本店ま

たは県内に本店を有した上で営

業所を有すること。2016年４月

１日以降に、元請けとして次の

アおよびイの業務を受注した実

績を有すること。ア：地上測量

業務、イ：治山施設等整備実施

設計業務

参加申請書の受付　2026年５月12

日正午まで

入札予定日時　2026年５月19日17

時まで

開札予定日時　2026年５月20日10

時50分

………………………………………

県沿岸広域振興局水産部　　　　

　県沿岸広域振興局水産部は17日

付で、条件付一般競争入札で実施

する釜石管内漁港県単維持修繕業

務委託を公告した。入札参加希望

者は申請書を30日17時までに、同

部へ提出すること。入札は５月14

日を予定している。

▽釜石管内漁港県単維持修繕業務

委託

施行地　大槌町吉里吉里地内ほか

期　限　2027年３月15日

業務内容　支障物撤去工１式、付

属工（ゴム梯子）１基、浚渫工

50㎥、維持修繕工１式、除草工

１式、水中調査業務１式

入札参加資格　県営建設工事競争

入札参加資格者のうち土木工事

Ｃ級または土木工事Ｂ級または

土木工事Ａ級を有しており、沿

岸広域振興局（本局）管内に本

店を有する者。海上での浚渫作

業が可能な船舶を自社保有して

いる者

申請書の提出　2026年４月30日17

時まで

入札予定日時　2026年５月14日13

時30分

………………………………………

県二戸審査指導監　　　　　　　

　県北広域振興局二戸審査指導監

は20日付で、条件付一般競争入札

で実施する経営体育成基盤整備事

業山内地区第18号工事を公告し

た。入札参加希望者は入札参加申

請書を電子入札システムにより28

日正午までに提出すること。入札

は５月13日を予定している。

▽経営体育成基盤整備事業山内地

区第18号工事（週休２日：発注

者指定型）

施行地　二戸市浄法寺町山内地内

工　期　2027年６月30日まで

工事内容　整地工0.67 、道路工

326.0ｍ、用水路工312.0ｍ、排

水路工299.0ｍ

予定価格　3391万3000円

入札参加資格　土木工事Ｂ級資格

者で、盛岡広域振興局または県

北広域振興局（本局、二戸地区）

の区域に建設業法に基づく主た

る営業所を有すること

参加申請書の受付　2026年４月28

日正午まで

入札予定日時　2026年５月13日17

時まで

開札予定日時　2026年５月14日10

時

………………………………………

県警察本部　　　　　　　　　　

　県警察本部は20日付で、一般競

争入札で実施する岩手県警察学校

道場空調設備整備工事を公告し

た。入札参加希望者は申請書類を

28日17時までに、同本部警務部会

計課に持参により提出すること。

入札・開札は５月13日を予定して

いる。

▽岩手県警察学校道場空調設備整

備工事

施行地　盛岡市青山一丁目24番

工　期　120日間

工事内容　空調設備工事一式

入札参加資格　内閣府競争入札参

加資格有資格者名簿において

「管」のＡ、ＢまたはＣの等級

に格付けされている者

申請書類の提出　2026年４月28日

17時まで

入札・開札日時　2026年５月13日

11時

………………………………………

盛岡市交流推進部　　　　　　　

　盛岡市交流推進部は17日付で、

一般競争で実施する盛岡劇場分電

盤等部品交換修繕を公告した。参

加申請書の提出は23日正午まで。

入札は翌24日に行われる。

▽盛岡劇場分電盤等部品交換修繕

施行地　盛岡劇場・河南公民館（盛

岡市松尾町３番１号）

修繕期間　2026年９月30日まで

修繕内容　修繕対象設備は、ＰＣ

Ｂが含有されている疑いがある

進相コンデンサおよび低圧進相

コンデンサ等とする。施工内容

は、既設の低圧進相コンデンサ

等を撤去し、同容量の仕様の低

圧進相コンデンサ等を新規で設

けるものとする

入札参加資格　電気工事甲Ａまた

は甲Ｂの登録業者であること―

など

参加申込書の提出　2026年４月23

日正午まで

入札日時　2026年４月24日10時30

分

………………………………………

陸前高田市　　　　　　　　　　

　陸前高田市は16日付で、スポー

ツドーム受変電設備改修工事など

条件付一般競争入札５件を公告し

た。申請期限は24日17時。入札は

５月11日に行われる。

▽市道財当線通学路整備工事

施行地　陸前高田市小友町字柳沢

地内ほか

工　期　126日間

入札参加資格　陸前高田市営建設

工事等請負入札参加者格付け舗

装工事掲載業者であること―な

ど

入札時間　10時

▽普通河川水上沢川測量設計業務

施行地　陸前高田市気仙町字水上

地内

期　限　120日間

入札参加資格　陸前高田市営建設

工事等請負入札参加者格付け測

量設計掲載業者であること―な

ど

入札時間　10時15分

▽スポーツドーム受変電設備改修

工事

施行地　陸前高田市高田町字山苗

代地内

工　期　2027年３月26日まで

入札参加資格　陸前高田市営建設

工事等請負入札参加者格付け電

気工事掲載業者であること―な

ど

入札時間　10時30分

▽学校給食センター受変電設備改

修工事

施行地　陸前高田市高田町字鳴石

地内

工　期　2027年３月26日まで

入札参加資格　陸前高田市営建設

工事等請負入札参加者格付け電

気工事掲載業者であること―な

ど

入札時間　10時45分

▽矢作分団第１部消防屯所新築工

事設計業務

施行地　陸前高田市矢作町字愛宕

下地内

期　限　100日間

入札参加資格　陸前高田市営建設

工事等請負入札参加者格付け建

築設計等掲載業者であること―

など

入札時間　11時

▼以上５件

申請期限　2026年４月24日17時

入札月日　2026年５月11日

………………………………………

山田町財政課　　　　　　　　　

　山田町財政課は21日付で、条件

付一般競争入札の湾台跨線橋補修

工事を公告した。入札書類の到着

期限は５月18日。

▽湾台跨線橋補修工事

施行地　山田町船越地内

工　期　211日間

工事内容　断面修復工0.26㎡、剥

落防止工154㎡、舗装打換工173

㎡、床板防水工89㎡、排水管設

置工４ｍ、防護柵および投物防

止柵取替工27ｍ、伸縮装置取替

工19.9ｍ

入札参加資格　次の条件を全て満

たしていること。⑴山田町の20

25・26年度町営建設工事請負資

格者名簿の「土木工事」に登載

されている者であること。⑵次

の者であること。ア＝町内業者。

⑶資格者名簿における「土木工

事」の総合点が900点以上の者

であること

入札書類の到着期限　2026年５月

18日

開札日時　2026年５月19日10時

………………………………………

岩手河川国道事務所　　　　　　

　東北地方整備局岩手河川国道事

務所は20日付で、一般競争入札で

実施する北上川上流鶴城地区下流

樋門詳細設計業務を公告した。入

札参加希望者は申請書を５月13日

14時までに、電子入札システムに

より提出すること。入札締切は６

月９日14時。

▽北上川上流鶴城地区下流樋門詳

細設計業務（総合評価・履行確

実性）

期　限　2026年12月25日

業務内容　北上川上流河川改修事

業の一環として、鶴城地区下流

における樋門詳細設計を行う。

［業務内容］樋門詳細設計１式、

地質調査１式、樋門操作規則１

式

入札参加資格　（単体企業）東北

地方整備局（港湾空港関係を除

く）「土木関係建設コンサルタ

ント業務」。同種業務【河川にお

ける排水樋門（樋管）の実施（詳

細）設計】、類似業務【河川に

おける排水樋門（樋管）の基本

（予備、概略）設計】のいずれ

かの実績を有すること。ただし、

同種および類似業務は国、特殊

法人等、地方公共団体、地方公

社、公益法人または大規模な土

木工事を行う公益民間企業が発

注した業務で、2016年度以降公

告日までに完了した業務（発注

者から直接請け負った者として

実施した業務）とする

申請書の提出　2026年５月13日14

時まで

入札締切　2026年６月９日14時

開札日時　2026年６月10日10時30

分

………………………………………

盛岡森林管理署　　　　　　　　

　東北森林管理局盛岡森林管理署

は20日付で、一般競争入札で実施

するロウバ沢林道（林業専用道）

調査設計業務など２件を公告し

た。入札参加希望者は技術提案書

等を５月８日16時までに、電子入

札システムにより提出すること。

入札締切は６日２日16時となって

いる。

▽戸沢林道調査設計業務

施行地　雫石町西安庭地内

期　限　2026年11月30日

業務内容　林道改良工事に係る調

査設計業務Ｌ＝40ｍ

入札参加資格　東北森林管理局

「建設コンサルタント業務」の

「森林土木」Ａ等級、Ｂ等級ま

たはＣ等級。東北森林管理局管

内に本店・支店または営業所を

有する者であり、対象営業区域

を岩手県として登録しているこ

と。2011年４月１日から26年３

月31日までの間に、元請けとし

て完成・引き渡しが完成した同

種業務【林道規程に定める自動

車道の林道またはこれと構造・

規格が同程度の森林整備事業用

作業道（治山資材運搬路を含む）

もしくは保安林管理道に係る工

事の測量設計業務】の実績を有

すること

開札時間　10時

▽ロウバ沢林道（林業専用道）調

査設計業務（総合評価・履行確

実性）

施行地　盛岡市猪去字三助山国有

林602林班地内

期　限　2027年１月29日

業務内容　林道（林業専用道）新

設工事に係る調査設計業務Ｌ＝

700ｍ

入札参加資格　東北森林管理局

「建設コンサルタント業務」の

「森林土木」Ａ等級、Ｂ等級ま

たはＣ等級。東北森林管理局管

内に本店・支店または営業所を

有する者であり、対象営業区域

を岩手県として登録しているこ

と。2011年４月１日から26年３

月31日までの間に、元請けとし

て完成・引き渡しが完成した同

種業務【林道規程に定める自動

車道の林道またはこれと構造・

規格が同程度の森林整備事業用

作業道（治山資材運搬路を含む）

もしくは保安林管理道に係る工

事の測量設計業務】の実績を有

すること

開札時間　11時

▼以上２件

技術提案書等の提出　2026年５月

（６面へつづく）
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2026年度・田野畑村　一般会計当初予算

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
整地工が進む小猪岡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　田野畑村の26年度一般会計当初

予算は、40億706万2000円で、前

年度当初と比較して（以下同）5.

5％増となった。普通建設事業費

は７億4385万4000円で58.5％増。

主な事業では、村道沼袋三沢線改

良舗装事業に8010万5000円、小学

校エアコン設置事業に１億1109万

円などを計上している。

　一般会計の構成は、自主財源が

７億5236万8000円（構成比18.8

％）、依存財源が32億5469万4000円

（同81.2％）。

　歳入の状況を見ると、自主財源

の柱をなす村税は、２億1836万60

00円で0.1％増となった。主要な

依存財源の地方交付税は20億4365

万5000円で2.6％増、国庫支出金

は３億6007万4000円で3.8％減、

県支出金は２億4280万9000円で22

.0％増など。

　性質別歳出の投資的経費を見る

と、普通建設事業費は７億4385万

4000円で58.5％増。うち補助事業

費は４億9686万3000円で75.2％

増、単独事業費は２億4699万1000

円で32.9％増となった。

　主な目的別歳出を見ると、農林

水産業費は５億748万7000円で13.

7％増、土木費は３億7296万4000

円で15.1％増となった。このほか、

消防費は３億4133万4000円で6.0

％増、教育費は３億8057万3000円

で32.7％増など。

　当初予算に盛り込まれた主な事

業を見ていくと、土木費では、村

道沼袋三沢線改良舗装事業に8010

万5000円を計上。同道路の測量調

査設計や積算資料の作成、道路改

良舗装工事に充てる。道路メンテ

ナンス事業（橋梁長寿命化）には

1800万円、道路メンテナンス事業

（トンネル長寿命化）には2300万

円を盛り込んでおり、橋梁個別施

設計画やトンネル個別施設計画の

策定業務を進めていく。村道災害

防除事業には4800万2000円、道路

舗装補修事業には3100万2000円を

計上している。

　農林水産業費では、乳製品加工

施設改修事業に5133万7000円、公

共牧場機能強化事業に3270万円、

草地畜産基盤整備事業に7559万円

を配分。平井賀漁港施設機能強化

事業に4900万1000円を計上し、同

漁港北防波堤における機能強化工

事を実施する。

　消防費では、日本海溝・千島海

溝周辺海溝型地震防災対策推進事

業に8789万2000円を計上してお

り、防災備蓄倉庫建設工事などを

実施する計画。教育費には小学校

エアコン設置事業に１億1109万円

を盛り込み、特別教室等エアコン

設置工事、小学校体育館エアコン

設置工事などを実施する。

　簡易水道事業会計の資本的支出

では、送配水および給水施設整備

費の工事請負費として4664万円を

計上。机地区水道施設改良整備工

事、沼袋地区減圧弁更新工事に充

てる。

　県出納局は17日付で、総合評価

落札方式（簡易２型）条件付一般

競争の岩手県立宮古高等学校第一

体育館大規模改造（建築・機械設

備）工事を公告した。申請書は５

月11日正午までに提出すること。

入札締切は同月25日午後５時で、

開札は翌26日を予定している。予

定価格は１億6070万円で、設計は

久慈設計久慈が担当した。

　同工事は、発注者指定型の週休

２日工事、ＢＩＭ活用工事、建設

キャリアアップシステム（ＣＣＵ

Ｓ）活用工事、受注者希望型の遠

隔臨場試行対象工事などの対象に

なっている。

　工事場所は、宮古市宮町二丁目

１番１。改修するのは、第一体育

館（鉄骨造２階建て延べ1344.97

平方㍍）と渡り廊下（鉄骨造平屋

建て27.20平方㍍）。工事内容は屋

根改修（本体）、屋根改修（体育館

通路）、外壁断熱改修、建具改修、

内部改修（体育教官室等）、内部改

修（アリーナ床）、体育機器改修、

衛生器具改修、消火設備改修、換

気設備等改修。工期は195日間と

なっている。

　主な入札参加資格は、2025・26

年度の県営建設工事競争入札参加

資格者名簿の建築一式工事Ａ級に

登録されている者で、岩手県内に

建設業法に基づく主たる営業所を

有すること。2011年４月１日以降

に元請けとして鉄骨鉄筋コンクリ

ート造または鉄骨造の建築物の工

事（ただし、構造耐力上主要な部

分を施工したものに限る）を施工

した実績を有すること。建築工事

業に関する特定建設業の許可を有

していること―など。

　電気設備の改修も計画。24日に

公告予定で、電気Ｂを予定してい

る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　一関市は、水利使用の許可申請

（更新）にかかる申請書の作成を

予定する。河川法に基づき実施す

るもので、委託業者を選定するた

めの入札を予定し、入札締切が24

日、28日に開札が行われる。

　今回の業務は、河川法施行規則

第11条（水利使用の許可の申請）

による河川法第23条（河川の流水

を占用（継続的な取水））、第24条

（土地の占用）の許可申請（更新）

にかかる申請書作成作業を行うも

のとなる。

　なお、現行の許可期間内に、河

川区域内工事が進行中で、河川法

第26条第１項（河川区域内の土地

に工作物を新築、改築または除却）

にかかる申請が必要な場合には、

当初申請時の資料を添付し、新た

に作成する作業は含まないとして

いる。

　業務内容は、水需要予測と水利

許可更新申請書類の作成。委託期

間は、2027年３月19日限りとして

いる。

　水需要予測は、将来の見通しを

得るため、27年度から36年度まで

の水需要予測を行う。なお、「平成

30年度一関市水道事業変更認可申

請書作成業務委託」で推計した水

需要報告書、25年度10月改定の一

関市人口ビジョンを踏まえた上で

作業を行う。

　水利許可更新申請書類の作成に

ついては、既存水利権の水利使用

許可（更新）申請書の作成を行う

もので、申請に必要な取水量など

の調査や調査報告書の作成が必要

となる。なお、申請書類の作成と

申請方法などについては、東北地

方整備局岩手河川国道事務所との

協議を行い作成することとしてお

り、申請の許可の申請期間が許可

期限の６月前から１月前とされて

いるため、申請書は26年10月を目

途に、国交省へ提出するよう求め

ている。

　現在の水利使用許可条件と許可

期限等の更新について見ていく

と、脇田郷水源は、萩荘字脇田郷

８番の１地先の磐井川右岸に位置

し、最大取水量等が秒あたり0.23

31立方㍍、日当たり２万132立方

㍍。

　畑の沢水源は、川崎町薄衣字畑

の沢145番５地先の北上川左岸に

位置し、最大取水量等が第１取水

口で秒あたり0.0091立方㍍、日当

たり781立方㍍、第２取水口が秒

あたり0.0049立方㍍、日当たり42

0立方㍍となっている。

　北上川第１水源・北上川第２水

源については、第１取水口が一関

市川崎町門崎字銚子245番１地先

の北上川左岸に位置し、最大取水

量等が秒あたり0.0114立方㍍、日

当たり977立方㍍。第２取水口は

同235番３地先の北上川左岸に位

置し、最大取水量等が秒あたり0.

0085立方㍍、日当たり733立方㍍

となっている。

　いずれも現在の水利使用許可期

限が2027年３月31日まで。水利使

用許可期間の更新は2027年４月１

日から2037年３月31日までを予定

している。

　県南広域振興局農政部一関農村

整備センターは、一関市の小猪岡

地区で進める経営体育成基盤整備

事業に関して、今年度発注分の工

事で面整備を終えたい考えでい

る。20日付には、面整備として最

後の工事となる第15号工事が同局

一関審査指導監から公告された。

　第15号工事は、前年度に発注さ

れ現地で施工が進む第14号工事の

隣接箇所で、上流側が施工位置と

なる。整地工1.86㌶、道路工531

㍍、用水路工521㍍、排水路工471

㍍が数量となっている。

　今年度は、このほかに暗渠排水

の整備も計画し、第16号工事とし

て発注を見込む。施工量は予算の

状況も見ながら、固めていく。暗

渠排水については、今年度から本

格的に実施する形となっている。

　小猪岡は、一関市の西部、本寺

地区に位置。骨寺村荘園遺跡の南

西方面に広がる

水田地帯となっ

ている。16年度

から事業着手し

ており、全体計

画が整地工74.5

㌶、農道14.7㌔、

用水路17.5㌔、

排水路12.7㌔、

暗渠排水7 3 . 4

㌶。総事業費に

31億9800万円を

見込む。28年度

までの期間で整

備を進める見通しとしている。

　現状のほ場は、５～10㌃程度と

小区画で、農道は狭小。用排水路

は兼用のものとなっており、水は

けが悪い状況となっている。現代

の大型機械化に対応できる農地で

なく、営農に支障があり、地元か

ら要望が出ていることなどから事

業化させた。

　整地工では、20～50㌃を標準区

画とすることで区画整理を図る見

通しだ。農道は5.0（4.0）㍍の幅

員で整備する。用水路に関しては、

大部分がパイプラインで、一部ベ

ンチフリュームに施すこととして

おり、口径が100～400㍉としてい

る。

　排水路は排水フリュームとな

り、300×300～800×800㍉の口径

としている。暗渠排水は、事業範

囲のうち水田部分の全エリアを対

象としている。

　県出納局は17日付で、総合評価

落札方式（簡易２型）条件付一般

競争の「奥州警察署金ケ崎交番庁

舎新築（建築）工事」を公告した。

申請書は５月11日正午までに提出

すること。入札締切は同月25日午

後５時で、開札は翌26日を予定。

工期は268日間で、予定価格は913

9万円となっている。

　同工事は、発注者指定型の週休

２日工事や情報共有システム（Ａ

ＳＰ）の利用、新技術等の活用推

進などの対象工事。

　工事場所は、県予防医学協会県

南センター隣接地の金ケ崎町西根

前野216番５。500.00平方㍍の敷

地内に庁舎と車庫を建築する。庁

舎は木造２階建て延べ161.89平方

㍍、自動車車庫は、軽量鉄骨造平

屋建て39.28平方㍍。両施設の建

築工事と外構工事を施工する。

　主な入札参加資格を見ると、20

25・26年度の県営建設工事競争入

札参加資格者名簿の建築一式工事

Ａ級に登録されている者で、岩手

県内に建設業法に基づく主たる営

業所を有すること。2011年４月１

日以降に元請けとして建築物の工

事（ただし、構造耐力上主要な部

分を施工したものに限る）を施工

した実績を有すること。建築工事

業に関する特定建設業の許可を有

していること―などを条件に付し

ている。

　機械設備工事は、24日に公告予

定で、管Ａが対象。


